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中核地域生活支援センター大会ｉｎ2015 

【内 容】平成２７年４月、生活困窮者自立支援法が施行され、全国各地でそ 
     の地域の特性を生かしたセーフティネットの仕組みづくりがスター 

     トしました。これまでの社会福祉の諸制度では取り上げることがで 

     きなかった課題に迫る戦後７０年の節目の年にふさわしい社会の挑 

     戦ともいえます。本大会では地域社会の現状と全国的な取り組みの 

     状況を踏まえて生活困窮者自立支援法の有用性や課題について共通 

     理解を図りながら、貧困や孤立を生まない地域社会づくりの可能性 

     を探っていきます。 

【プログラム】基調講演：「“助けて”と言える社会をめざして」 

     講師：奥田 知志 さん（一般社団法人生活困窮者自立支援全国ネットワーク代表） 

 

 講師の奥田知志さんは、NPO 法人抱樸理事長として 

     ホームレスの人々が路上生活を脱し、自らの足で自立するのを支援。 

「無縁社会」と呼ばれる深刻な現実の中にあっても、真の「絆」を求め、その必要

性を訴え続ける。昨年、発足した生活困窮者自立支援全国ネットワークの代表も       

務め、「ホームレスを生まない社会を創造する」ことを目指し、 

精力的な活動を行っている。 

 

     報  告：中核地域生活支援センター実践報告 

    シンポジウム：「貧困や孤立を生まない地域社会づくりを目指して」 

     パネリスト：三雲葉子さん（学校法人中山学園 理事長） 

          ：飯田大輔さん（社会福祉法人福祉楽団理事・常務理事） 

          ：大戸優子さん（いちはら生活相談サポートセンター長） 

     コメンテーター：奥田知志さん 

     コーディネーター：野沢和弘さん（毎日新聞論説委員・中核地域生活支援センター評価委員長） 

【日 時】平成２７年７月２４日（金）１０：００～１６：００ 

【会 場】千葉市生涯学習センター（千葉市中央区弁天３丁目７番７号） 

【定 員】先着２００名 【参加費】１,０００円 【申込締切】７月１３日（月） 

【申 込】お名前・ご所属・ご連絡先・障害対応の必要の有無・特に配慮が必

要なことをご記入のうえ、下記問合せ先まで FAX またはメールに

てお申込みください。 

【問合せ】中核地域生活支援センター『夷隅ひなた』 

     TEL：０４７０-６０-９１２３ FAX：０４７０-６０-９１２４ 

     E-mail：hinata-isumi@sea.plala.or.jp 

ちば・地域発 ～県内ア・ラ・カルト～ 

発行元：千葉県中核地域生活支援センター連絡協議会 

事務局：夷隅ひなた（夷隅圏域）いすみ市大原８９２７－２    TEL:0 4 7 0 - 6 0 - 9 1 2 3   FAX:０４７０-６０-９１２４ 

編 集：君津ふくしネット（君津圏域）富津市青木２-１６-１４  TEL:０４３９-２７-１４８２   FAX:0 4 3 9 - 8 8 - 1 4 8 1  

※内容についてのお問い合わせは、君津ふくしネット（担当：玉手）までお願いします。 


